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●子ども・子育て支援新制度②③
●北茨城市長選挙④　5月30日は「ごみゼロ作戦」⑤
●60歳からの国民年金⑥　6月1日は人権擁護委員の日⑦

●市民病院　新任医師紹介⑧　診療体制⑨
●スポーツに関するお知らせ⑩⑪　みんなの広場⑫⑬
●フォトニュース⑭⑮　お知らせ掲示板⑰⑱
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　「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」
の
施
行
に
よ
り
、
４
月
か
ら
「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
新
制
度
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定
し
、
一
人
ひ
と
り
の

子
ど
も
が
健
や
か
に
育
ち
、
子
育
て
家
庭
が
安
心
し
て
、
喜
び
を
も
っ
て
子
育
て

で
き
る
よ
う
に
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
８
月
に
成
立
し

た
「
子
ど
も
・
子
育
て
関
連

３
法
」
に
基
づ
き
、
す
べ
て

の
子
ど
も･

子
育
て
家
庭
を

対
象
と
し
て
、
幼
児
教
育
・

保
育
お
よ
び
地
域
の
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
の
質
や
量
の
拡

充
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

市
町
村
が
主
体
と
な
り
、
地
域
の
子
育

て
家
庭
の
状
況
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
子
育
て
支
援
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

【
新
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保
育
を
一
体
的

に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
認
定
こ
ど

も
園
」
の
普
及
を
図
り
ま
す
。

②
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
様
な
子
育

て
支
援
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

③
保
育
の
場
を
増
や
し
、
子
育
て
し
や
す

い
、
働
き
や
す
い
社
会
に
し
ま
す
。

【
認
定
区
分
】

　
・
保
育
所
や
幼
稚
園
な
ど
を

利
用
す
る
場
合
は
、
認
定
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

利
用
す
る
目
的
や
年
齢
等
に

よ
っ
て
認
定
区
分
（
１
号
・

２
号
・
３
号
）、
認
定
期
間
、

認
定
時
間（
保
育
標
準
時
間
・

保
育
短
時
間
）
を
決
定
し
ま
す
。

※
認
定
区
分
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
10

月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
保
育
料
】

・
新
制
度
に
移
行
す
る
施
設
で
あ
れ
ば
、

ど
こ
を
利
用
し
て
も
同
じ
料
金
で
す
。

・
保
育
料
算
定
の
基
礎
は
、
所
得
税
額
か

ら
市
町
村
民
税
額
に
変
わ
り
ま
し
た
。

・
保
育
料
の
決
定
は
、
年
２
回
（
４
～
８

月
と
９
～
３
月
）
行
い
ま
す
。

　

子
育
て
家
庭
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
結
果
を
基
に
、「
北

茨
城
市
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
」
の
審
議
に
よ
り
、
平
成

27
年
度
か
ら
31
年
度
の
５
年

を
期
間
と
す
る
「
北
茨
城
市

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

子
育
て
や
子
ど
も
の
成
長

を
地
域
社
会
み
ん
な
で
応
援

し
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
笑
顔
が
い
き
い
き
と
輝
く
よ
う
に
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
策
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

基本
理念

基本
目標

みんなで育む　
　　えがお輝く子どもたち
みんなで育む　
　　えがお輝く子どもたち

１.総合的な子ども・子育て支援事業の充実
２. 健やかな子どもの育成・教育環境の整備
３. 安心して子育ち・子育てができるまちづくり

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

平成27年

４月から
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子ども・子育て
支援新制度とは

これまでとの
変更点は…

子ども・子育て
支援事業計画について

特集



3　広報　きたいばらき　5月号

北茨城市役所 ☎43－1111

●市のあらたな取り組み●

●新制度の保育料●

●放課後児童健全育成事業（児童クラブ）一覧●

保育要件の
緩　和

保育料の
負担軽減

放課後児童健全
育成事業の拡充

医療福祉費の
拡　充

保育が必要な就労時間の下限を、月48時間にしました。

これまで以上に保育料を国基準から減額しました。
保育料の階層を増やし、階層変更による保育料の負担を緩やかにしました。

小学生の放課後の居場所である児童クラブの実施施設を、４カ所から７カ
所に増やし、対象を６年生までに広げました。

中学３年生までの医療費を無料化しました。

１号認定保育料
階層区分 保護者の市民税課税状況等 保 育 料
第１階層 生活保護世帯 0 円
第２階層 非課税世帯（所得割非課税含む） 2,000 円
第３階層 所得割課税額 77,100 円以下 9,000 円
第４階層 所得割課税額 211,200 円以下 13,000 円
第５階層 所得割課税額 211,201 円以上 17,000 円

※１号認定：３歳以上・教育標準時間認定で、幼稚園・認定こども園利用。
※２号・３号（保育が必要な子ども）の保育料は、１月号に掲載した案のとおりです。

クラブ名
中郷

フレンドリー
クラブ

みなみ保育園
学童クラブ

学童・風の子
クラブ
第一・第二

大津保育園
学童クラブ

いそはら幼稚園
学童クラブ
A・B

杉の子
ワンダールーム

旭幼稚園
学童クラブ

定員数 35人 40人 80人 40人 80人 40人 40人

利用料金
（雑費含） 7,000円

7,000円
7月分4,500円
夏休み前まで

7,000円
7,000円

7月分4,500円
夏休み前まで

7,000円 7,000円 7,000円

利用時間 下校時〜 19:00 下校時〜 18:00
19:00まで延長可能

下校時〜 18:00 下校時〜 18:00
19:00まで延長可能

下校時〜 18:00
18:30まで延長可能

下校時〜 18:00
18:30まで延長可能

下校時〜 18:00

夏季休業時 24,000円
（8月のみ） 21,000円 21,000円 21,000円 7,000円＋400円×利用日数

休校日の
利用時間

7:30 〜 19:00
土曜17:00

8:00 〜 18:00
土曜17:00

7:45 〜 18:00
土曜17:00

8:00 〜 18:00
土曜17:00

7:30 〜 18:00
土曜17:00

7:30 〜 18:00
土曜17:00

8:00 〜 18:00
土曜17:00

春・冬休業時 7,000円／月 7,000円／月 7,000円／月 7,000円／月 7,000円＋400円×利用日数

送迎 有 地区により
送迎有

地区により
送迎有

１年生のみ
地区により
送迎有

地区により
送迎有

地区により
送迎有

地区により
送迎有

連絡先 42− 2788 43− 2019 30− 1515 46− 5811 43− 1766 42− 0135 46− 2340

※利用希望の方は、各園にご相談ください。

問社会福祉課（古茂田、赤沼）内１３２、１３８

詳しくはホームページを
ご覧ください。



　

５
月
24
日
の
告
示
以
後
に
発
送
し
ま
す
。

（
郵
便
の
状
況
に
よ
り
若
干
遅
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。）

　

入
場
券
が
届
い
て
い
な
い
場
合
や
紛
失

し
た
場
合
は
、
住
所
、
氏
名
等
を
聞
き
取

り
本
人
確
認
す
る
こ
と
で
投
票
で
き
ま
す

の
で
、
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

　

投
票
日
に
は
、
市
内
33
カ
所
に
投
票
所

を
設
け
ま
す
。
投
票
所
は
住
所
に
よ
っ
て

定
め
ら
れ
、
入
場
券
（
ハ
ガ
キ
）
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

新
聞
折
込
み
チ
ラ
シ
お
よ
び
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
７
年
６
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
、
平
成
27
年
２
月
23
日
ま
で
に
本
市

に
転
入（
住
民
登
録
）し
、引
き
続
き
本
市

の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方

【
住
所
を
移
し
た
方
へ
の
注
意
点
】

◎
投
票
す
る
前
に
市
外
に
転
出
す
る
と
投

票
で
き
ま
せ
ん
。

◎
５
月
13
日
以
後
に
市
内
転
居
し
た
方
は
、

転
居
前
の
投
票
区
で
投
票
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

投
票
で
き
る
方

投
票
所

入
場
券

期
日
前
投
票

不
在
者
投
票

船
員
の
皆
さ
ん
へ

開
票

投
開
票
速
報

　

仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
等
で
投
票
で
き
な
い

方
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

期
日
前
投
票
所
は
、
次
の
３
カ
所
に
設

け
ま
す
。
投
票
時
間
に
注
意
の
う
え
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

《期日前投票所の場所、期間等》

期　間 場　　　　所 時　　間

５月 25 日㈪

〜

30 日㈯

市役所本庁
（１階ロビー）

午前８時 30 分
〜午後８時

ヨークベニマル
中郷店駐車場内

午前９時
〜午後７時

北部市民サービス
センター

　

次
に
該
当
す
る
方
は
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。

●
出
張
や
旅
行
等
で
市
外
に
滞
在
し
て
い

る
方

　

あ
ら
か
じ
め
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
投

票
用
紙
等
を
請
求
す
る
こ
と
で
滞
在
先
の

選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票
で
き
ま
す
。

●
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
院
、
入
所

し
て
い
る
方

　

都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定

し
た
施
設
で
あ
れ
ば
、
そ
の
施
設
で
投
票

で
き
ま
す
。

●
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
っ
て
投
票
所

に
行
け
な
い
方

　

一
定
以
上
の
障
害
が
あ
る
方
は
、
郵
便

等
に
よ
り
自
宅
で
投
票
が
で
き
ま
す
。
事

前
に
「
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

◎
期
間　

５
月
25
日
㈪
～
30
日
㈯

◎
投
票
用
紙
の
請
求
か
ら
投
票
が
完
了
す

る
ま
で
に
一
定
の
期
間
を
要
す
る
た

め
、
あ
ら
か
じ
め
手
続
等
を
確
認
の
う

え
、
お
早
め
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
告
示
前
で
も
請
求
で
き
ま
す
。）

　

船
員
で
「
選
挙
人
名
簿
登
録
証
明
書
」

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、
投
票
の
際
、

必
ず
こ
の
証
明
書
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

紛
失
し
た
場
合
や
既
に
下
船
し
て
い
る

場
合
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

５
月
31
日
㈰
午
後
９
時
か
ら
市
民
体
育

館
で
開
票
を
行
い
ま
す
。
車
で
来
場
さ
れ

る
方
は
市
役
所
駐
車
場
に
駐
車
し
て
く
だ

さ
い
。

　

随
時
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.city.kitaibaraki.lg.jp/

問
総
務
課
内
選
挙
管
理
委
員
会

（
山
縣
）
内
３
２
１
、３
２
２

選
挙
は
政
治
に
参
加
す
る
大
切

な
権
利
で
す
。
棄
権
せ
ず
に
必

ず
投
票
し
ま
し
よ
う
。

北
茨
城
市
長
選
挙
は

月

日
㈰
が
投
票
日
で
す

5

31

北
茨
城
市
長
選
挙
は

月

日
㈰
が
投
票
日
で
す

5

31
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道路上に張り出している
樹木伐採のお願い

　民地の樹木の枝が、歩道
や車道に張り出している場
所が多く見られます。これ
らは、通行に支障があり大
変危険です。また、枝等で
事故が生じた場合には、樹
木所有者の責任となります。
　道路上空へのはみ出しや
立ち枯れなどは、土地所有
者の管理・責任のもとに枝
払い、伐採等の処置をお願
いします。

問建設課 管理係
（大和田）内２４３

　
「
環
境
美
化
運
動
の
日
」
に
合
わ
せ
て
、

ご
み
・
空
き
缶
な
ど
の
一
斉
回
収
を
実
施

し
ま
す
。
一
緒
に
北
茨
城
の
す
ば
ら
し
い

自
然
を
大
切
に
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○
と
き　

５
月
30
日
㈯

　

午
前
７
時
～
８
時
30
分

○
と
こ
ろ　

下
表
の
区
間
に
分
け
て
実
施

し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
集
合
場
所
に

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

今
年
は
５
月
30
日
㈯

集 合 場 所 実 施 場 所 参加者駐車場

長浜荘駐車場
①長浜荘駐車場〜井戸の入隧道
②長浜荘駐車場〜五浦岬公園

長浜荘駐車場

ポートオオツ
①ポートオオツ駐車場〜五浦岬公園
②ポートオオツ駐車場〜国道６号線

ポートオオツ駐車場
よう・そろー駐車場

小野矢指海岸
（塩田橋付近）

小野矢指海岸周辺
ウェディングパレス美鳳
新和企業㈲駐車場
旧パチンコ店駐車場

情
報
公
開
と
個
人
情
報

開
示
の
実
施
状
況

　

市
で
は
情
報
公
開
条
例
及
び
個
人
情
報

保
護
条
例
に
基
づ
い
て
、
開
か
れ
た
行
政

の
実
現
を
図
り
、
公
文
書
に
記
録
さ
れ
た

情
報
の
公
開
、
開
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
の
実
施
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

問
総
務
課
総
務
係　

（
山
縣
）
内
３
２
１

（情報公開）

請求
公　開

非公開 不服
申立て 取下げ

全部 部分

26 17 9 0 0 0

（個人情報開示）

請求
開　示

非開示 不服
申立て 取下げ

全部 一部

3 1 2 0 0 0

固
定
資
産
に
関
す
る

現
況
調
査
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
度
か
ら
家
屋
と
土
地
の
現
況

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
左

記
地
区
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
引
き

続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
平
成
27
年
度
調
査
区
域

　

調
査
範
囲
：
市
内
全
域
の
高
速
道
路
か

　
　
　
　
　

ら
西
側

　

調
査
期
間
：
５
月
～
９
月

▽
家
屋
の
現
況
調
査
と
は

　

家
屋
の
現
況
調
査
は
、
固
定
資
産
課
税

台
帳
に
登
録
し
て
あ
る
記
載
事
項
（
所

在
・
種
類
・
構
造
・
床
面
積
等
）
と
比

較
し
、
滅
失
・
一
部
滅
失
し
た
家
屋
や

課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
家
屋

（
増
築
・
未
評
価
家
屋
）
を
把
握
す
る

た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

▽
お
願
い

　

家
屋
の
現
況
調
査
は
、
固
定
資
産
評
価

補
助
員
証
を
持
参
し
た
職
員
が
声
を
か

け
て
か
ら
調
査
し
ま
す
が
、
不
在
の
場

合
は
私
有
地
に
立
ち
入
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

面
積
の
大
き
い
建
物
や
構
造
が
複
雑
な

建
物
の
場
合
は
、
所
有
者
と
日
程
を
調

整
し
、
立
会
い
の
も
と
建
物
の
内
部
ま

で
調
査
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
滅
失
し
た
家
屋
や
未
調
査
の
家
屋
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
税
務
課
固
定
資
産
税
係
（
茂
木
）

内
１
５
６
～
１
５
９

問
生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

（
大
友
）
内
３
７
１

「
ご
み
ゼ
ロ
作
戦
」
に

　ご
協
力
く
だ
さ
い

「
ご
み
ゼ
ロ
作
戦
」
に

　ご
協
力
く
だ
さ
い

「
ご
み
ゼ
ロ
作
戦
」
に

　ご
協
力
く
だ
さ
い
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第
１
回
臨
時
議
会

　

４
月
14
日
、
平
成
27
年
第
１
回
臨

時
議
会
が
開
催
さ
れ
、
茨
城
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員
の

選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。



後
期
高
齢
者
健
康
診
査
の

医
療
機
関
健
診
に
つ
い
て

不
足
期
間
を
満
た
そ
う

60
歳
か
ら
の
国
民
年
金

　

４
月
に
郵
送
し
た
後
期
高
齢
者
健
康
診

査
受
診
券
に
同
封
の
お
知
ら
せ
に
あ
る
医

療
機
関
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
訂
正

し
ま
す
。

①
北
茨
城
市
民
病
院　

☎
㊻
１
１
２
１

②
瀧
病
院　
　
　
　
　

☎
㊷
１
２
２
１

③
い
そ
は
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
☎
㉚
１
５
８
０

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

（
松
川
）
内
１
８
８

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
に
は
、
免

除
を
含
め
た
保
険
料
納
付
期
間
が
25
年

（
３
０
０
月
）
以
上
必
要
で
す
。
ま
た
、

満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
に
は
、

40
年
（
４
８
０
月
）
の
保
険
料
納
付
が
必

要
で
す
。

　

国
民
年
金
の
未
加
入
期
間
や
保
険
料
未

納
期
間
が
あ
る
た
め
、
受
給
資
格
を
得
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
で
も
、
さ
ら
に
65
歳

に
な
る
ま
で
国
民
年
金
に
加
入
し
て
不
足

期
間
を
満
た
せ
ば
年
金
を
受
給
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
す
で
に
年
金
受
給
の
資
格
を
得

て
い
る
方
で
も
、
年
金
額
を
増
や
し
た
い

方
は
65
歳
に
な
る
ま
で
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▼
加
入
で
き
る
方

　
次
の
①
～
③
全
て
の
条
件
を
満
た
す
方

①
国
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳
以
上
65
歳

未
満
の
方

②
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
請
求
を
し
て

い
な
い
方

③
厚
生
年
金
・
船
員
保
険
・
共
済
組
合
に

加
入
し
て
い
な
い
方

※
昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
で
70
歳
ま
で
に
受
給
権
を
得
ら
れ
る

方
は
、
特
例
と
し
て
65
歳
以
降
も
加
入

で
き
ま
す
。

※
希
望
の
方
は
、
付
加
年
金
の
加
入
も
で

き
ま
す
。（
保
険
料
は
４
０
０
円
増
）

▼
手
続
に
必
要
な
も
の

①
年
金
手
帳
　
②
預
金
通
帳
　
③
通
帳
印

※
戸
籍
関
係
の
書
類
が
必
要
な
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

手
続
き
は
保
険
年
金
課
窓
口
で
行
い
ま

す
。（
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は

扱
い
ま
せ
ん
。）
加
入
の
際
、
60
歳
時

点
で
の
受
給
権
確
認
を
行
い
ま
す
。
保

険
料
の
納
付
は
、
原
則
口
座
振
替
で
す
。

問
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

（
皆
川
、
松
川
）
内
１
８
６
、
１
８
８

　

日
立
年
金
事
務
所　

☎
０
２
９
４

−

24

−

２
１
２
５

ご
存
じ
で
す
か

児
童
扶
養
手
当　
　

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離
婚
な
ど

に
よ
り
、
父
親
ま
た
は
母
親
と
生
計
を
共

に
し
て
い
な
い
児
童
（
18
歳
到
達
時
の
年

度
末
の
３
月
ま
で
）
の
保
護
者
、
ま
た
は

父
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。
請
求

す
る
方
は
申
請
が
必
要
で
す
。
ま
ず
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

○
手
当
額　

児
童
１
人
に
つ
き
月
額
９
９

１
０
円
～
４
万
２
千
円
（
受
給
者
の
所

得
に
よ
っ
て
変
動
し
ま
す
）、
２
人
目

は
５
千
円
、
３
人
目
以
降
は
３
千
円
ず

つ
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
受
給
者
ま
た
は
同
居
親
族
の
所
得
に
よ

っ
て
は
、
支
給
が
停
止
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
対
象
児
童
を
監
護
し
て
い
な
い
方
、
事

実
上
の
婚
姻
関
係
が
あ
る
方
は
対
象
外

で
す
。

問
社
会
福
祉
課
児
童
福
祉
係

（
飯
樋
）
内
１
３
８

6月1日～7日は
　　『水道週間』です
　水道は私たち
の快適な暮らし
や都市の諸活動
を支える大切な
施設です。

水道部 施設課 
　　　（合六）　１１７

問
内
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
納
付
書
で

納
付
し
て
い
る
方
で
、
保
険
料
の
納
め
忘

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
保
険
料
の
未
納
が

続
く
と
、

①
延
滞
金
の
徴
収

②
保
険
証
の
有
効
期
間
の
短
縮

な
ど
の
取
り
扱
い
を
受
け
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

保
険
料
は
速
や
か
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
納

付
書
を
紛
失
し
た
と
き
は
再
交
付
し
ま
す
。

　

保
険
料
を
納
期
ご
と
に
納
め
に
行
く
の

が
大
変
な
方
は
、
口
座
振
替
に
す
る
と
金

融
機
関
等
に
納
め
に
行
く
手
間
が
省
け
、

納
め
忘
れ
が
な
く
な
り
安
心
で
す
。
口
座

振
替
を
希
望
す
る
場
合
は
、
通
帳
、
通
帳

届
出
印
を
金
融
機
関
に
持
参
の
う
え
、
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
原
則
、
申
し
込

み
の
翌
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

未
納
分
の
保
険
料
や
随
時
分
保
険
料
を
口

座
振
替
で
納
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

保
険
料
は
皆
さ
ん
が
病
院
等
に
か
か
っ

た
と
き
の
医
療
費
を
賄
う
大
切
な
財
源
で

す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

問
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

（
細
金
、
芳
賀
）
内
１
８
７



　

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
町
村
長
の
推
薦
を
受
け
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
人
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
人
権
相

談
を
受
け
、
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
人
権
侵
犯
の
被
害
者

を
救
済
し
た
り
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
人
権
に
つ
い
て
関
心

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
様
々
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
北
茨
城
市
に
は
、
次
の
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
協
働
課
広
報
広
聴
係　
　
（
一
瀬
）
内
１
９
１

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す

大
森
　正
一
委
員

関南町

小
関
裕
子
委
員

大津町

村
田
　公
男
委
員

中郷町

根
本
貞
一
委
員

平潟町

下
斗
米
佐
知
子
委
員

磯原町

池
亀
隆
文
委
員

関本町

鈴
木
和
子
委
員

華川町
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朝
太
陽
が
の
ぼ
り
、
夕
方
に
日
が
沈
み
夜
に
な
る
一

日
と
い
う
周
期
が
あ
り
ま
す
。
春
夏
秋
冬
の
季
節
の
あ

る
一
年
と
い
う
周
期
が
あ
り
ま
す
。
我
々
は
こ
の
周
期

の
な
か
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
女
性
に
は
、
毎

月
定
期
的
に
来
る
月
経
と
い
う
周
期
が
あ
り
ま
す
。
妊

娠
し
て
出
産
し
て
、
ま
た
も
と
の
月
経
に
も
ど
る
の
も

周
期
で
す
。
初
潮
で
月
経
が
開
始
し
て
、
閉
経
で
月
経

が
終
了
す
る
の
も
ひ
と
つ
の
大
き
な
周
期
と
も
言
え
る

で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
女
性
は
一
生
涯
を
周
期
で
暮

ら
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
女

性
の
病
気
は
こ
の
周
期
に
関
係
し
た
も
の
が
多
く
あ
り

ま
す
。
月
経
に
関
係
し
た
も
の
と
し
て
月
経
前
症
候
群

（
Ｐ
Ｍ
Ｓ
）
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
月

経
開
始
の
１
、２
週
間
前
か
ら
様
々
な
症
状
が
あ
ら
わ

れ
、
月
経
が
開
始
す
る
と
消
失
し
て
し
ま
う
も
の
で
す
。

卵
巣
か
ら
分
泌
さ
れ
る
黄
体
ホ
ル
モ
ン
の
た
め
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
原
因
が
完
全
に
解
明
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
症
状
は
多
彩
で
個
人
差
も
あ
り

ま
す
が
、
下
腹
痛
、
腰
痛
、
乳
房
痛
、
頭
痛
、
肩
こ
り
、

め
ま
い
、
吐
き
気
、
便
秘
、
む
く
み
、
肌
荒
れ
、
食
欲

の
変
化
、
集
中
力
の
低
下
、
眠
く
な
る
、
不
眠
、
イ
ラ

イ
ラ
、
攻
撃
的
に
な
る
、
無
気
力
、
ゆ
う
う
つ
、
不
安

感
、
気
分
の
変
化
な
ど
様
々
で
す
。
そ
ん
な
症
状
を
改

善
す
る
た
め
に
は
、
規
則
正
し
い
生
活
と
バ
ラ
ン
ス
よ

い
食
事
、
適
度
な
運
動
、
カ
フ
ェ
イ
ン
・
ア
ル
コ
ー
ル

を
控
え
る
こ
と
、
ス
ト
レ
ス
を
避
け
る
こ
と
な
ど
が
良

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
事
で
も

改
善
せ
ず
、
生
活
に
支
障
が
出
て
い
る
場
合
は
、
産
婦

人
科
外
来
を
受
診
す
る
事
を
お
勧
め
し
ま
す
。
外
来
で

は
、
低
用
量
の
ピ
ル
の
内
服
や
漢
方
薬
、
症
状
に
あ
わ

せ
た
治
療
薬
の
処
方
で
症
状
の
改
善
を
は
か
り
ま
す
。

　

産
婦
人
科
外
来
の
受
診
は
敷
居
が
高
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
産
婦
人
科
を
受
診
す
る
時
に
は
、

意
を
決
し
て
、
勇
気
を
も
っ
て
受
診
し
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。
我
々
産
婦
人
科
医
師
は
、
受
診
す
る
皆
さ

ん
の
不
安
や
心
配
を
少
し
で
も
解
消
し
、
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
に
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
気
軽

に
受
診
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

総
務
省
で
は
、
６
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
を
「
電
波

利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」
と
し
て
電
波
を

正
し
く
利
用
す
る
た
め
の
周
知
、
啓
発
活
動
や
不
法
無

線
局
の
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
不
法
な
無
線
局
は
、
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
放
送
や
携
帯
電
話
な
ど
の
身
近
な
も
の
か
ら
、

警
察
・
消
防
・
救
急
用
無
線
な
ど
の
人
命
に
関
わ
る
重

要
な
無
線
に
対
し
て
混
信
、
妨
害
を
与
え
る
な
ど
、
私

た
ち
の
生
活
や
安
全
を
お
び
や
か
し
ま
す
。

　

安
全
で
豊
か
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
電
波
は
ル

ー
ル
を
守
り
、
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

問
関
東
総
合
通
信
局

　

不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
、
妨
害　

☎
０
３

−

６
２
３
８

−

１
９
３
９

　

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害　
　

☎
０
３

−

６
２
３
８

−

１
９
４
５

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
受
信
相
談　

☎
０
３

−

６
２
３
８

−

１
９
４
４

不
法
電
波
か
ら
暮
ら
し
を
守
れ
！

不
法
電
波
か
ら
暮
ら
し
を
守
れ
！

不
法
電
波
か
ら
暮
ら
し
を
守
れ
！
電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間

６
月
４
日
㈭
人
権
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

詳
し
く
は
19
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

紙
上
ク
リ
ニ
ッ
ク

紙
上
ク
リ
ニ
ッ
ク

紙
上
ク
リ
ニ
ッ
ク

『
女
性
と
周
期
と
Ｐ
Ｍ
Ｓ
』
に
つ
い
て

北
茨
城
市
民
病
院　

産
婦
人
科　

小
池
　
数
与
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４
月
か
ら
外
科
に
勤
務
さ
せ
て
頂
い
て

い
る
竹
村
晃
と
申
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は

主
に
県
南
に
あ
り
ま
す
東
京
医
科
大
学
茨

城
医
療
セ
ン
タ
ー
に
て
消
化
器
外
科
医
と

し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
活
か
し
少
し
で
も
地
域
の
皆
様

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

４
月
よ
り
北
茨
城
市
民
病
院
外
科
で
勤

務
し
て
お
り
ま
す
、
窪
木
大
悟
と
申
し
ま

す
。
自
分
は
千
葉
県
の
港
町
出
身
と
い
う

事
も
あ
り
、磯
の
香
り
の
す
る
北
茨
城
が
、

と
て
も
身
近
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。
地
域

の
皆
様
に
、
質
の
高
い
医
療
を
ご
提
供
で

き
る
よ
う
邁
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
よ
り
北
茨
城
市
民
病
院
に
て
勤
務

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
角
総
一
郎
と
申

し
ま
す
。
昨
年
ま
で
茨
城
県
立
中
央
病
院

で
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し

た
。
北
茨
城
市
民
病
院
は
昨
年
度
よ
り
新

病
院
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
建
物
が
綺

麗
で
す
し
、設
備
も
充
実
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
お
役
に
た
て
ま
す
よ
う
日
々
精
進

し
て
参
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

筑
波
大
学
附
属
病
院
総
合
診
療
科
よ
り

４
月
よ
り
北
茨
城
市
民
病
院
で
働
か
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。
斎
藤
剛
で
す
。『
病

気
だ
け
で
は
な
く
病
人
を
見
る
』
こ
と
を

信
条
に
ま
い
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
北
茨
城
市
民
の
皆
様
と
二
人

三
脚
で
病
気
に
立
ち
向
か
い
、
健
康
を
維

持
で
き
る
よ
う
に
私
も
日
々
精
進
さ
せ
て

頂
き
ま
す
の
で
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
等
で
見
か
け
た

際
に
は
気
軽
に
話
し
か
け
て
い
た
だ
け
る

と
嬉
し
い
で
す
。

　

４
月
か
ら
赴
任
致
し
ま
し
た
稲
津
和
歌

子
で
す
。
前
勤
務
地
は
常
陸
太
田
市
で
し

た
が
、
県
北
の
地
域
事
情
に
は
ま
だ
ま
だ

疎
い
で
す
の
で
、
早
く
北
茨
城
の
特
性
を

理
解
し
、
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
で
き
る

よ
う
努
め
ま
す
。
こ
ち
ら
の
近
辺
に
は
海

岸
の
景
勝
地
が
随
所
に
あ
る
と
伺
っ
て
お

り
、巡
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

外
科　

竹
村　
　

晃
医
師

外
科　

窪
木 

大
悟
医
師

内
科　

角　

総
一
郎
医
師

内
科　

斉
藤　

剛
医
師

内
科　

稲
津 

和
歌
子
医
師

●
市
民
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ
●

新
任
医
師
紹
介

市民病院事業管理者
外　科

田渕　崇文医師

　

私
は
、
北
茨
城
の
地
に
平
成
22
年
８
月
か

ら
月
に
２
～
３
回
手
術
の
お
手
伝
い
に
来
て

お
り
、
未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災
の
被
害
の

中
、
職
員
が
一
生
懸
命
働
い
て
い
る
姿
を
こ

の
目
で
見
て
、
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
市
長
の
有
難
い
お
誘
い
を
受

け
、
４
月
１
日
よ
り
事
※
注
１

業
管
理
者
と
し
て
赴

任
致
し
ま
し
た
。
少
し
自
己
紹
介
し
ま
す
と
、

出
身
地
は
香
川
県
高
松
市
、
前
任
地
は
東
京

医
科
大
学
茨
城
医
療
セ
ン
タ
ー
消
化
器
外
科

主
任
教
授
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

茨
城
県
は
医
師
数
の
少
な
い
県
で
す
が
、

特
に
県
北
部
の
地
域
は
医
療
過
疎
の
地
域
で

あ
る
と
と
も
に
福
島
県
と
接
し
て
お
り
、
北

茨
城
市
民
病
院
は
県
境
医
療
に
も
携
わ
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
高
台
に
新
築
さ
れ
た

病
院
は
、
明
る
く
、
ま
た
、
風
光
明
媚
で
心

癒
さ
れ
ま
す
。
従
来
の
病
院
の
暗
さ
は
感
じ

ら
れ
ま
せ
ん
。
私
の
目
標
は
、
今
年
、
中
郷

地
区
に
設
置
す
る
附
属
家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー

も
同
様
に
市
民
に
愛
さ
れ
、
信
頼
さ
れ
る
病

院
に
な
る
こ
と
と
同
時
に
職
員
が
働
き
や
す

い
環
境
を
作
る
こ
と
で
す
。

※
注
１　

国
の
公
立
病
院
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
い
、
健
全
経
営

に
向
け
て
経
営
形
態
を
変
更
（
地
方
公
営
企
業
法
の
財
務
一
部

適
用
か
ら
全
部
適
用
へ
）
し
た
こ
と
に
よ
り
、
開
設
者
と
同
等

の
権
限
を
も
っ
て
病
院
事
業
を
行
う
特
別
職
。



9　広報　きたいばらき　5月号

北茨城市役所 ☎43－1111

北茨城市民病院の診療体制

平成 27 年 5 月 1 日現在
診 療 科 月 火 水 木 金 土 入院受入

内 科

午前
初診 稲津・斉藤

角
市毛・横谷

斉藤 後藤・横谷 植草・細村 植草・窪木 市毛・角

可予約 植草・藤枝 藤枝・宮澤 
油井 横谷・斉藤 斉藤・市毛 藤枝・角 宮澤

午後 予約 植草・藤枝
市毛 宮澤・油井 藤枝 植草・細村

市毛 藤枝・角 −

専 門 外 来 − − − − − 禁煙外来
油井（第 1・3） −

循 環 器 内 科
13：00 〜 16：00

午前 山尾 山尾 − 山尾 非常勤
（第 1・3） 山尾

可
午後 − − − − 非常勤

（第 1） −

呼 吸 器 科 午前 − − − − 非常勤
（第 2） − −

外 科 午前 小出・竹村 田渕（他） 小池・窪木 宇佐美・竹村
小池 小出 小池（他） 可

産 婦 人 科
13：00 〜 16：00

午前 小池 小池 小池 小池 井上 小池 可
（婦人科のみ）午後 小池 − − − − −

眼 科 午前 矢部（第 1・3）　糖尿病疾患の予約診療となります。

小 児 科

午後の
診療開始時間は

2 時です

13：00 〜 16：00

一般
外来

午前 小宅 後藤 平木 後藤 後藤 後藤

−
午後 小宅 − − 後藤

第 3 は小宅 平木

−健診・注射 − 予防注射
後藤（午後）

乳児健診       
後藤 ( 午後 ) − −

専門外来
− − 神経外来

浜野 − 心臓外来
堀米（第４午後）
アレルギー外来

黒田（第５）

泌 尿 器 科
13：00 〜 15：00

午前 − − − 黒田 − − −

午後 − − − 黒田 − − −

脳 神 経 外 科
午前 楠 金子 布施 楠 楠・金子 楠

−
午後 楠

13:00 〜 14:30
金子

13:00 〜 14:30
布施

13:00 〜 15:00
− 金子

13:00 〜 14:30
−

整 形 外 科
13：00 〜 16：00

午前 − − 田中 井上 鈴木 −
−

午後 − − 田中 井上
13:00 〜 15:00

鈴木
13:00 〜 15:00

−

耳鼻いんこう科 午前 − − − 二之宮
30 人

− 非常勤 −

皮 膚 科
13：00 〜 16：00

午前 倉持 − − 倉持 − −
−

午後 倉持 − − − − −

歯科口腔外科
13：00 〜 16：00

午前 大森 大森・内田 大森 大森 菅野 大森 可
午後 大森 大森・内田 大森 大森 菅野 −

口腔外科
専門外来 − − − 吉田

（第 1・3） − − −

当院へ受診変更希望、他院からのご紹介の場合は診療情報提供書をご持参ください。

【再来受付時間】午前8時から１１時まで
　　　　　　　（午後の受付時間は各診療科の下に記載）

【休診日】	 第２・第４土曜日、日曜、祝日

●各科からのお知らせ
小 児 科 県北地区小児救急は、日立総合病院に集約されています。受診の際は事前に電話連絡が必要です。☎ 0294 － 23 － 1111
整 形 外 科 水・金曜日は東京慈恵会病院の医師による診療です。
循環器内科 第１・３金曜日は茨城県立中央病院の医師による診療です。
呼 吸 器 科 第２・４金曜日は茨城県立中央病院の医師による診療です。

問北茨城市民病院　☎ 46−1121 ㈹　総務課　岸（内2108）

●外来担当医のご案内　※（網かけ　　　）は再診予約です。

おまたせしました
北茨城市民病院附属

家庭医療センター家庭医療センター
6月1 開院日6月1 開院日6月1 開院日
《診療科目》
内科・小児科・心療内科

《受付時間》

《所在地》
中郷町上桜井844-5

8：30～11：00
13：30～16：00
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〈
第
36
回
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
〉

▽
と
き　
６
月
14
日
㈰

▽
と
こ
ろ　

茨
城
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
Ｃ
Ｃ

▽
募
集
人
数　

先
着
２
０
０
人

▽
参
加
費　
１
万
３
０
０
円

▽
申
込
方
法　
５
月
13
日
㈬
か
ら
22
日
㈮

ま
で
に
電
話
で
左
記
へ

申
問
生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
　
（
平
尾
）
内
４
２
２

〈
Ｂ
＆
Ｇ
ス
ポ
ー
ツ
大
会　
　
　

　
　
　

茨
城
県
水
泳
大
会
〉

▽
と
き　
７
月
11
日
㈯

▽
と
こ
ろ　

行
方
市
玉
造
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
（
市
の
バ
ス
で
移
動
）

▽
募
集
人
数　

先
着
30
人（
小
学
生
15
人
・

中
学
生
15
人
）

▽
申
込
方
法　
６
月
15
日
㈪
ま
で
に
電
話

で
左
記
へ
（
参
加
費
無
料
）

申
問
生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
　
（
平
尾
）
内
４
２
２

　

市
内
小
中
学
校
プ
ー
ル
を
開
放
し
ま
す
。

▽
開
放
期
間　

小
中
学
校
の
夏
休
み
期
間

▽
開
放
時
間　

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時

た
だ
し
、
正
午
～
午
後
１
時
ま
で
は
昼

食
時
間
帯
と
し
遊
泳
禁
止

▽
使
用
条
件　

市
内
に
在
住
・
勤
務
す
る

者
が
10
名
以
上
の
団
体
を
構
成
し
、
か

つ
、
当
該
団
体
に
監
視
員
（
監
督
者
）

と
し
て
の
成
人
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

※
監
視
員
：「
日
本
赤
十
字
社　

水
上
安

全
法
講
習
会
」
ま
た
は
市
教
育
委
員
会

が
主
催
す
る
「
水
上
安
全
法
短
期
講
習

会
」
を
受
講
し
た
者
２
名
以
上
と
救
助

で
き
る
体
力
を
有
す
る
者
２
名
以
上
で

監
視
に
当
た
る
も
の
と
す
る
。

▽
事
故
の
責
任　

使
用
者
の
け
が
の
責
任

　

は
使
用
者
に
お
い
て
負
う
も
の
と
す
る

▽
申
込
方
法　

　

６
月
５
日
㈮
ま
で
に
左
記
へ

申
問
生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
　
（
立
原
）
内
４
２
１

【
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
】

▽
期
間　
６
月
８
日
㈪
～
８
月
31
日
㈪
正
午

※
７
月
21
日
㈫
、
22
日
㈬
、
25
日
㈯
は

休
館

※
期
間
内
、
６
月
８
日
㈪
か
ら
７
月
17

日
㈮
の
平
日
は
学
校
等
へ
の
開
放
の

た
め
一
般
の
方
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、こ
の
期
間
の
土
日
と
７
月
18
日

㈯
以
降
は
平
日
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

▽
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

【
市
民
プ
ー
ル
】

▽
期
間　
７
月
18
日
㈯
～
８
月
23
日
㈰
正
午

　

※
７
月
21
日
㈫
、
22
日
㈬
は
休
館

▽
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
お
知
ら
せ

ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者
募
集

学
校
プ
ー
ル
開
放
に
つ
い
て

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

市
民
プ
ー
ル 

オ
ー
プ
ン
の
ご
案
内

種目
（男女）

バタ
フライ

平泳ぎ 背泳ぎ 自由形

小学
3〜 4年生

50m 50m 50m 50m

小学
5〜 6年生

50m 50m 50m 50m

中学生 50m 50m 50m
50m
100m

◎
休
館
と
な
る
日

　

水
温
が
22
℃
以
下
の
と
き
、
市
民
プ
ー

ル
は
雨
天
時
、
そ
の
他
運
営
の
都
合
に

よ
り
休
館
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◎
料
金　

65
歳
以
上
（
無
料
）、
高
校
生

以
上
（
２
１
０
円
）、
小
中
学
生
（
１

０
０
円
）、
未
就
学
児
（
無
料
）

申
問
生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
　
（
小
室
）
内
４
２
１
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大　　　会　　　名 期　　　　日 大　　会　　名 期　　　　日

市民ミニバスケットボール大会 ５月９日㈯ 市民バスケットボール大会 １０月４日㈰、１１日㈰

市民ゲートボール大会 ６月１０日㈬ 市長杯少年サッカー大会 １０月１０日㈯

市民ゴルフ大会 ６月１４日㈰ 市民あるく会 １０月１２日㈪

市長杯お父さんソフトボール大会 ６月２７日㈯ 市長杯ゲートボール大会 １０月１６日㈮

市長杯ママさんバレーボール大会 ６月２７日㈯ 市民柔道大会 １０月１７日㈯

防犯柔剣道大会（剣道） ７月５日㈰ 市長杯クロッケー大会 １０月２２日㈭

市民卓球大会 ７月１９日㈰ 市民テニス大会 １０月２５日㈰

Ｂ＆Ｇ海洋センター水泳大会 ７月２５日㈯ 市民サッカー大会（一般） １１月１日㈰、８日㈰

市民ソフトボール大会 ７月２６日㈰、８月２日㈰ スポーツ少年団交流大会 １１月７日㈯

市民ママさんバレーボール大会 ７月２６日㈰、８月２日㈰ 中学校野球選抜対抗戦
１１月７日㈯、８日㈰、
１４日㈯、１５日㈰

市民６人制バレーボール大会 ８月１日㈯ 市民剣道大会 １１月２２日㈰

市民弓道大会 ８月１日㈯ 北茨城駅伝大会 １２月６日㈰

市長旗学童野球大会 ８月１日㈯、２日㈰ 市民サッカー大会 １２月１２日㈯

市長旗争奪野球大会
９月６日㈰、１３日㈰、
２０日㈰、２７日㈰

市民バスケットボール大会
（中学）

１２月２０日㈰

市民クロッケー大会 ９月２４日㈭ 市民マラソン大会 １月２３日㈯

磯原杯近県ソフトテニス大会 １０月３日㈯ 市民居合道大会 ２月２７日㈯

平成２７年度 スポーツカレンダー

※「保存版北茨城市まなびすとアカデミー」４ページ、【スポーツ】表中から日程変更となった大会があります。ご注意ください。

【5月、6月の主な予定】

※予約はいりませんのでぜひ遊びに来てください。

中郷子どもの家 エ ン ゼ ル A I A I

利用日 月 曜 日 ～ 金 曜 日 　（ 祝 日 除 く ）

利用時間 午前 9 時～午後 4 時 午前 9 時 30 分～ 午前 9 時～午後 4 時

イ
ベ
ン
ト
日
時
と
内
容

■毎日
■午前10時30分～11時30分

■毎週木曜日
■午前10時～11時30分

■毎週火曜日
■午前10時～11時30分

５　
　

月　

≪０歳～≫ 0 〜 1 歳半 1 歳半〜 ≪０歳～≫
11 日　折り紙遊び 7 日 14 日 母の日制作 12 日　クレヨン遊び
15 日　ミニ運動会 21 日 28 日 小麦粉粘土遊び 19 日　手作り玩具で遊ぼう
18 日　子育て相談 【行事】

19 日　親子交流
26 日　父の日プレゼント制作

19、22 日　身体測定、読み聞かせ
26 日　誕生会
28 日　シール遊び

６
月

≪０歳～≫ 0 〜 1 歳半 1 歳半〜 ≪０歳～≫
４日　虫歯予防デー ４日 11 日 父の日制作 ２日　小麦粉粘土遊び
９日　時計制作 16 日　リズム遊び

問い合 
わせ先

☎ 42 － 2183 
中郷町石岡 814 － 1

☎ 42 － 0737 
磯原町磯原 798（磯原保育園内）

☎ 46 － 5811 
大津町 1353（大津保育園内）

子育て支援センターのご案内子育て家庭を応援します
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今
回
は
「
広
報
き
た
い
ば
ら
き
」
を
読

み
上
げ
、
テ
ー
プ
に
録
音
し
、
目
の
不
自

由
な
方
に
提
供
す
る
「
声
の
広
報
」
を
作

成
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
「
北
茨
城
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
」
の
皆
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

―
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

月
に
１
度
集
ま
っ
て
広
報
紙
の
読
み
上

げ
・
録
音
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

テ
ー
プ
は
市
を
通
し
て
目
の
不
自
由
な

方
へ
提
供
し
て
い
る
も
の
で
、
聞
き
手
が

理
解
し
や
す
い
よ
う
に
読
む
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
な
ど
勉
強
会
を
開
い
た

り
、
講
習
会
に
参
加
す
る
な
ど
の
活
動
も

し
て
い
ま
す
。

―
大
変
の
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

広
報
紙
は
情
報
量
が
多
く
、
読
む
と
き

は
緊
張
す
る
な
ど
大
変
な
面
も
あ
り
ま
す

が
、
読
み
終
え
る
と

達
成
感
や
開
放
感
が

あ
る
の
で
み
ん
な
で

楽
し
み
な
が
ら
活
動

し
て
い
ま
す
。

―
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

通
し
て
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
感
じ
ま
す
か
。

　

利
用
し
て
い
る
方

の
反
応
が
見
え
な
い

の
で
改
善
点
を
見
付
け
る
の
が
難
し
い
の

で
す
が
、
目
の
不
自
由
な
方
が
情
報
を
得

る
際
の
手
助
け
に
な
っ
て
い
る
、
聞
い
て

く
れ
て
い
る
人
が
い
る
、
人
の
役
に
立
て

る
、
と
思
う
と
や
り
が
い
が
感
じ
ら
れ
、

も
っ
と
が
ん
ば
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
に

な
り
ま
す
ね
。

―
今
後
の
活
動
の
抱
負
な
ど
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　
「
声
の
広
報
」
の
存
在
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
る
の
で
、
ぜ
ひ

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
目
の
不
自

由
な
方
だ
け
で
な
く
高
齢
者
の
方
に
も
利

用
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

　

ま
た
、
若
い
方
に
も
一
緒
に
活
動
し
て

も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

「
声
の
広
報
」
を
お
届
け
し
て
い
ま
す

北
茨
城
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

わたしのわたしのわたしの 鈴
木
和
枝
さ
ん

（
中
郷
町
）

「ときめき詩画集　あなたがいる」
星野 富弘／著

　昨年の春、富弘美術館で出会った一冊の本です。
発刊されたばかりの詩画集の文庫本。
　不慮の事故で手足の自由を失い、絶望の入院期間、
母の献身的な愛や聖書のことば、四季折々の草花の
いのちなどに支えられ、それ
らが原動力になり生きる道へ
と導かれ、口にくわえた筆で
生きる感謝が文字や絵になっ
て伝わってきます。優しさに
満ち溢れた水彩画と素朴な詩
が、辛く悲しい時に寄り添っ
て私の心を柔らかく包んでく
れる詩画集です。

　まちづくり協働課では、市巡回バスやタクシー券
などの公共交通に関する事業、イメージキャラクタ
ーに関する事業、防犯灯の管理、広報紙等の発行、
ホームページやツイッターの管理、広聴業務などを
行っています。
　その中で私が主に担当しているのは、「広報きた
いばらき」と「お知らせ北茨城」の発行です。各課
からのお知らせを掲載するほかに、市内のイベント
を取材し、記事を書いてこの広報紙を作成していま
す。取材を通して赤ちゃんから高齢者の方までたく
さんの市民の方と接することができるので、とても
パワーをもらっています。より読みやすい、分かり
やすい、そして皆さんに楽しんでいただける広報紙
作りを目指していますので、ぜひ広報紙について感
想やご意見をお寄せください！そして取材等で見か
けた際には気軽に声を掛けてください！

次回は市民課です。お楽しみに！

助
川
亜
衣
主
事

～まちづくり恊働課～

い
ま
す

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

が
ん
ば
っ
て
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関
南
小
学
校  

６
年

丹 

菜
々
さ
ん　

夢わ
パレッ

たし
の
ト

研
究
者
に
な
り
た
い

　

私
の
将
来
の
夢
は
、
研
究
者
に
な
っ
て
、

病
気
や
け
が
を
治
す
新
薬
を
開
発
す
る
こ

と
で
す
。

　

研
究
者
に
な
っ
て
病
気
や
け
が
を
治
す

新
薬
を
開
発
し
た
い
と
思
っ
た
理
由
は
、

二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
治
療
す
る
と
き
の
負
担
を

少
し
で
も
減
ら
し
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
た

か
ら
で
す
。
例
え
ば
、
病
気
に
な
っ
た
り

し
て
手
術
を
受
け
る
と
き
、
と
て
も
時
間

が
か
か
っ
て
大
変
で
す
。
そ
れ
に
、
傷
が

な
か
な
か
治
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

も
し
、
そ
れ
が
薬
で
治
っ
た
ら
、
負
担
は

か
な
り
減
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
交
通

事
故
や
大
け
が
を
し
た
と
き
に
薬
で
治
す

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
さ
ら
に
負
担
は
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
完
璧
に
治
せ
な
い
病
気
を

な
く
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
今
は
、

ま
だ
治
せ
な
い
病
気
や
、
治
し
て
も
再
発

し
て
し
ま
う
病
気
も
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
薬
で
は
な
く
手
術
で
治
せ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
手
術
だ
と
お
金
も

か
か
る
し
、
何
よ
り
も
痛
い
の
で
治
療
を

す
る
の
も
こ
ば
ん
で
し
ま
い
が
ち
で
す
。

だ
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
病
気
や
、
い
ま
だ

に
治
す
こ
と
の
で
き
な
い
病
気
を
薬
で
治

せ
れ
ば
費
用
も
お
さ
え
ら
れ
る
し
、
つ
ら

い
思
い
を
せ
ず
に
病
気
を
治
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
実
現
で

き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
私
は
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
難
病
や
病
気
で
苦
し
ん
で
い
る
人

の
た
め
に
も
、
副
作
用
の
少
な
い
安
全
な

薬
を
開
発
し
た
い
で
す
。

男子バスケットボール部

明日へ明日へ明日へ

磯原中学校

応援歌で
団結力アップ！
応援歌で

団結力アップ！

　

磯
原
中
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
は
、
３
年
生
２
人
、
２
年
生
11
人
が
赤

津
聡
美
先
生
と
小
室
祐
子
先
生
の
指
導
の

も
と
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
部

長
の
三
村
悠
人
さ
ん
、
副
部
長
の
石
川
雄

大
さ
ん
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

―
ど
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
部
？ 

　

学
年
を
越
え
て
仲
が
良
く
、
励
ま
し
合

っ
た
り
、
互
い
に
サ
ポ
ー
ト
し
合
っ
て
い

ま
す
。
先
生
も
時
に
は
厳
し
く
時

に
は
優
し
く
指
導
し
て
く
れ
る
の

で
と
て
も
心
強
い
で
す
。

―
部
の
一
番
の
売
り
は
何
で
す
か
？

　

特
徴
あ
る
応
援
歌
で
す
ね
。
他
校
の
チ

ー
ム
を
真
似
た
り
、
先
生
が
作
っ
て
く
れ

た
の
を
先
輩
た
ち
か
ら
受
け
継
い
だ
り
し

て
い
ま
す
。
試
合
の
時
だ
け
で
な
く
練
習

中
で
も
応
援
歌
で
声
を
掛
け
合
い
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
失
敗
し
て
落
ち
込
ん
だ
時
で
も
ま

た
が
ん
ば
ろ
う
と
思

え
る
ん
で
す
。

―
心
に
残
っ
て
い
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
？

　

失
敗
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
研
究
し
て
チ
ー
ム
全

体
で
練
習
し
た
こ
と
で
す
ね
。
試
合
で
生

か
せ
た
の
で
が
ん
ば
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
新
人
戦
で
県
北
大
会
に

出
場
で
き
た
こ
と
も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

目
標
だ
っ
た
の
で
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
今
年
の
総
体
で
は
さ
ら
に
上
を
目
指

し
て
、
勝
ち
上
が
り
た
い
で
す
！

―
部
長
、
副
部
長
か
ら
ひ
と
言

　

試
合
で
勝
て
る
チ
ー
ム
、
そ
し
て
最
後

ま
で
諦
め
ず
に
仲
間
を
信
じ
合
え
る
チ
ー

ム
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

―
最
後
に
赤
津
先
生
か
ら
ひ
と
言

　

部
活
動
を
引
退
し
た
後
や
卒
業
後
も
ま

た
バ
ス
ケ
を
や
り
た
い
と
思
え
る
よ
う
に
、

楽
し
く
、
そ
し
て
精
一
杯
が
ん
ば
っ
て
ほ

し
い
で
す
ね
。
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わくわくの学校生活スタート！市内各小中学校で入学式
　４月７日、市内の小中学校で入学式が行わ
れました。
　精華小学校では 72 人の新１年生が堂々と
胸を張って入場。担任の先生に名前を呼ばれ
ると元気いっぱいの大きな返事が響きました。
　そして、お兄さんお姉さんたちによる歓迎
のダンスや合唱、代表児童からの「明日から
ぼくたちと一緒に元気に楽しく遊びましょ
う」という言葉に目を輝かせ、これから始ま
る学校生活に心躍らせていました。

春爛漫、市制施行 60周年記念　中郷石岡さくら祭り開催
　４月 12 日、穏やかな日差しと満開の桜が
咲き誇る中、今年で５回目となる「石岡さく
ら祭り」が開催されました。
　ステージでは合唱、演奏、ダンス、素人の
ど自慢大会、そして今年は市制施行 60 周年
を記念して、中郷町石岡出身の歌手、宮路オ
サムさんをお招きし、歌謡ショーが行われま
した。宮路さんのステージでは歌やおしゃべ
りを楽しむことができました。会場には過去
最多の約５０００人の皆さんが集まり、出店
された自慢の品を堪能しながらのんびりと楽
しいひと時を過ごしていました。
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開館が待ち遠しい　新図書館建設本体工事始まる
　今年２月から、新図書館建設工事に向けた周辺工事が進
められていましたが、４月７日、安全祈願祭が行われ、い
よいよ、新図書館本体工事が始まりました。
今後の工事の予定は、
　　 ～ ５月 頃　地盤改良工事
　 ５ ～10月 頃　躯体工事
　10 ～ ３月 頃　外装工事
　12 ～ ３月 頃　内装工事
　隣接する市民ふれあいセンターとともに生涯学習の拠点
となる新図書館。開館は平成 28 年７月頃の予定です。

石尊山で春のハイキングを満喫tomorrow…明日への祈念
大津町復興祈念碑完成

　４月 22 日、東日本大震災での出来事を忘れること
なく、後世に伝えるための大津町復興祈念碑の完成式
典が行われました。
　この祈念碑の製作は、社会福祉協議会
大津支部が中心になって進められたもの
で、この日は、大津町出身で祈念碑のデザ
インを手がけた石井竜也氏も出席し、大津小
学校児童たちとともに合唱を披露しました。
　～私たちは、まっすぐ前を向き

大きな一歩を踏み出そうと思う～　
　この文章ではじまる碑文から、町の人たち
の復興への熱い想いが伝わってきます。

　４月 19 日、春の暖かい陽気の中、「ふるさと自然
塾　石尊山（西明寺）ウォーク」が開催されました。
　北茨城山の会、北茨城野草サークル、北茨城ユネス
コ協会などのメンバー 33 人が参加。西明寺自然環境
保全地域に指定されている石尊山に登り、約１時間半
で山頂に着きました。その
後、８合目まで下り、市内
を一望できる地点で昼食を
とりながら美しい景色を楽
しみました。

希望に向かって羽ばたく乙女をイメージ▶
よう・そろーの北側に設置されています　
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　市内の小・中学校、幼稚園、都市公園、保育所、体育施設などで放射線量を
測定しています。詳細は市ホームページ「新着情報」にも掲載しています。

■常設型モニタリングポスト
　（設置場所：市役所玄関わき）
3月21日～ 4月20日の測定値
・最大値　0.098（3月23日）
・最小値　0.086（4月15日）
■水道水の測定結果
　浄水、原水とも放射性物質は検
出されていません。
■放射線量測定器の貸し出しと
　食品の放射能検査について
　放射能対策プラザ（中郷多目的
集会所内）で受け付けています。

測定値の単位は、すべてマイクロ
シーベルト／毎時です。

測定場所 測 定 値
4月8、15、20日

中郷第一 0.07

中郷第二 0.08

石 岡 0.08

精 華 0.10

明 徳 0.08

中 妻 0.07

華 川 0.10

関 南 0.07

大 津 0.09

平 潟 0.09

関本第一 0.07

富士ケ丘 0.08

測定場所 測 定 値
4月8、15、20日

中 郷 0.08

磯 原 0.07

華 川 0.08

常 北 0.08

関 本 0.08

測定場所 測 定 値
4月3、8日

石 岡
スポーツ広場 0.10

市 民
サッカー場 0.06

市 民
野 球 場 0.06

磯原地区
テニスコート 0.10

雨情の里
スポーツ広場 0.08

雨情の里
テニスコート 0.11

関 南
ゲートボール場 0.12

大 津
スポーツ広場 0.11

北 部
運動広場 0.11

①小学校（地上 50㎝） ③中学校（地上 1m） ⑤屋外体育施設
（地上 50㎝）

測定場所
測 定 値
4月20日

いそはら
幼 稚 園 0.07

杉 の 子
幼 稚 園 0.07

誠 之 会
幼 稚 園 0.09

旭幼稚園 0.08

⑥私立幼稚園（地上 50㎝）

測定場所
測 定 値
4月22日

汐見ケ丘
近隣公園 0.08

粟 野
第一公園 0.12

磯 原
中央公園 0.10

五 浦
第二公園 0.09

浜 道
中央公園 0.07

④都市公園（地上 50㎝）

測定場所 測 定 値
4月1、3日

関 本
保 育 所 0.08

み な み
保 育 園 0.07

磯 原
保 育 園 0.09

大 津
保 育 園 0.08

中 郷
保 育 園 0.09

中 郷
子どもの家 0.10

大 津
子どもの家 0.10

⑦保育所、保育園など
（地上 50㎝）

問①③⑥は教育総務課　内４５１
　⑤は生涯学習課　　　内４２０
　④は都市計画課　　　内２８２
　②⑦は社会福祉課　　内１３２

※環境省の定める除染を実施する
要件は、平均 0.23 マイクロシー
ベルト／毎時以上です。

②福祉センター（地上 1m）

測定場所 測 定 値
4月1、3日

心身障害者
第１福祉センター 0.08
心身障害者
第2福祉センター 0.11

市内の放射線量の測定状況をお知らせします市内の放射線量の測定状況をお知らせします

■3月 20日～ 4月 20日の測定結果（放射能対策プラザ、移動測定所にて測定）

※基準値以内で検出された品目は、「椎茸」、「竹の子」です。
　基準値を超過した品目は、「椎茸」、「猪肉」、「タラの芽」です。
※放射能対策プラザは日曜日が休みです。

問生活環境課 環境保全係（大友）内３７１　　放射能対策プラザ　☎ 42‐ 0403

農産物等の放射性物質濃度測定結果をお知らせします農産物等の放射性物質濃度測定結果をお知らせします

項　　目 測定
件数

検出件数 測定品目
基準値以内 基準値超過

野 菜、 果 物 16 2 1 こごみ、せり、竹の子、タラの芽、ふき、よもぎ、わらび

魚介、海藻類 20 0 0 小女子（コウナゴ）、シュウリ貝

き の こ 類 3 1 2 椎茸、椎茸

肉、　　 卵 1 0 1 猪肉

※一般食品（水産物・農産物）の放射性物質の基準値は１００Bq/Kg です。			 
※検査結果の詳細は、市のホームページで公表しています。			 

問農林水産課 水産振興係（狩野、吉田）内３８２

市内で生産され市場に流通する水産物、農産物の非破壊放射能検査を行っています。
（個人消費の水産物、農産物は検査対象になりません）
■3月 21日〜 4月 20日の検査結果

非破壊放射能検査の結果をお知らせします非破壊放射能検査の結果をお知らせします

項　　目 検査件数 検出件数 測定品目
基準値超過

水 産 物 84 0 アカムツ、アジ、アナゴ、アンコウ、カレイ（総称）、イシモチ、エゾイソアイナメ、ギス、
コウナゴ、タイ、ノドグロ、ヒラメ、フグ、ホウボウ、マダラ、ミズダコ

農 産 物 0 0



行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
「
分
か

り
に
く
い
道
路
案
内
標
識
を
改
善

し
て
欲
し
い
」「
施
設
を
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
し
て
欲
し
い
」
な
ど
困

っ
て
い
る
こ
と
、
望
ん
で
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
行
政
相
談

員
が
、
国
の
行
政
全
般
に
つ
い
て

の
苦
情
や
意
見
・
要
望
な
ど
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
気
軽

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金

補
助
金
の
ご
案
内

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
の
納
税
は

お
済
み
で
す
か

親
子
で「
机
」と「
イ
ス
」を

　
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ラ
イ
ト

い
ば
ら
き
２
０
１
５
参
加
者
募
集

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う

方
に
、
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。（
助
成
額
：
工
事
金
額
の
10
％
、

限
度
額
10
万
円
）

　

な
お
、
個
人
住
宅
１
棟
に
つ
き

１
回
限
り
で
す
。
過
去
に
利
用
し

た
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
商
工
観
光
課 

商
工
労
政
係

（
駒
木
根
）
内
３
６
２

　

今
年
度
の
自
動
車
税
、
軽
自
動

車
税
の
納
期
限
は
６
月
１
日
㈪
で

す
。
最
寄
り
の
金
融
機
関
、
コ
ン

ビ
ニ
等
で
納
期
内
に
納
め
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
自
動
車
税
に
つ
い
て
は

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
納
付
で

き
ま
す
。（
軽
自
動
車
税
は
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
は
で
き

ま
せ
ん
）

※
５
月
20
日
を
過
ぎ
て
も
納
税
通

知
書
が
届
い
て
い
な
い
方
、
紛

失
さ
れ
た
方
は
左
記
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
自
動
車
税
に
つ
い
て

　

常
陸
太
田
県
税
事
務
所
収
税
第

二
課

☎
０
２
９
４

−

80

−

３
３
１
４

　

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

　

税
務
課 

市
民
税
係
内
１
５
５

　

地
元
の
間
伐
材
を
利
用
し
た
親

子
木
工
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
親

子
で
地
元
産
の
木
材
を
使
用
し「
モ

ノ
づ
く
り
」を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
と
き　
７
月
11
日
㈯

　

午
前
９
時
～
午
後
０
時
30
分

▽
と
こ
ろ　

北
茨
城
市
民
体
育
館

▽
対
象
者　

市
内
在
住
で
小
学
生

以
下
の
子
が
い
る
ご
家
族

▽
内
容　

学
習
机
と
イ
ス
の
製
作

（
材
料
は
事
前
に
キ
ッ
ト
化
さ

れ
て
い
ま
す
。）

▽
参
加
費　
１
組　

２
千
円

▽
募
集
人
数　

75
組
程
度 

　

来
年
度
小
学
校
に
入
学
す
る
お

子
さ
ん
が
優
先
、
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

▽
申
込
方
法　
６
月
８
日
㈪
ま
で

に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
へ

※
必
要
事
項
：
住
所
、
氏
名
（
親
、

子
・
学
年
）、
電
話
番
号
、
参

加
人
数

※
昨
年
度
ま
で
は
、
11
月
に
開
催

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は

会
場
の
都
合
に
よ
り
７
月
に
開

催
し
ま
す
。

申
問
農
林
水
産
課 

農
政
係

（
鈴
木
、
小
林
）
内
３
８
５

㊸
１
１
０
８

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
、
地
域
で
積
極
的
に
活
動
で

き
る
方
を
育
成
す
る
た
め
、
海
外

調
査
研
修
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
と
き　

　

11
月
中
の
６
日
間
程
度

　
（
他
に
国
内
研
修
が
あ
り
ま
す
）

▽
研
修
先　

欧
州
方
面
１
カ
国

▽
募
集
人
数　

15
人
程
度

▽
経
費　

25
万
円
程
度

▽
対
象
者　

　

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
満
30

歳
以
上
満
63
歳
以
下
の
女
性
で
、

県
内
に
５
年
以
上
居
住
し
て
い

る
方

▽
申
込
期
限　
６
月
１
日
㈪

※
申
込
方
法
等
、
詳
し
く
は
左
記

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
問
茨
城
県
女
性
青
少
年
課

☎
０
２
９

−

３
０
１

−

２
１
７
８

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

掲
示
板

掲
示
板

掲
示
板

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
相
談
員　

行
政
相
談
委
員

　

大
部
康
光
氏
、
増
子
和
雄
氏

　

鈴
木
貴
夫
氏

▽
と
き　
６
月
12
日
㈮
午
後
１
時

～
３
時
（
事
前
申
込
不
要
）

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
４
階
会
議
室

問
ま
ち
づ
く
り
協
働
課 

広
報
広
聴
係
（
一
瀬
）
内
１
９
１

案
内

募
集
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内は北茨城市役所☎ 43− 1111の内線番号です。問は問い合わせ先 申は申し込み先

報
Ｂ
Ｏ
Ｘ

情
◆
第
２
回
ふ
る
さ
と
自
然
塾

山
小
屋
城
と
石
仏
・
石
塔
を
巡
る

参
加
者
募
集

▽
と
き　
６
月
14
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

▽
集
合
場
所　

関
本
町
公
民
館

▽
対
象
者　

小
学
生
以
上

　
（
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▽
募
集
人
数　

40
人
（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、
当
選

者
の
み
通
知
、
参
加
費
無
料
）

▽
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
左
記
へ
（
必
要
事
項
：
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
）

▽
申
込
締
切　
６
月
１
日
㈪

申
問
生
涯
学
習
課
内 

ふ
る
さ
と
自

然
塾
事
務
局　
　
（
鷺
、
金
澤
）

内
４
３
３　

㊷
０
４
５
４

◆
第
１
０
４
回
芸
術
鑑
賞
号

参
加
者
募
集

▽
と
き　
８
月
29
日
㈯

　

午
前
７
時
～
午
後
６
時

　
（
市
役
所
発
着
予
定
）

▽
と
こ
ろ　

東
京
宝
塚
劇
場

▽
内
容　
「
王
家
に
捧
ぐ
歌
」
鑑
賞

▽
募
集
人
数　

40
人

　
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▽
対
象
者　

市
内
在
住
の
方　

▽
参
加
費　
１
万
３
千
円
（
入
場

料
、
昼
食
代
、
保
険
料
等
）

▽
申
込
方
法　

は
が
き
に
「
宝
塚

希
望
」
と
明
記
の
う
え
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
左
記
ま

で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
１
枚

で
２
人
ま
で
申
し
込
め
ま
す
。

（
そ
れ
ぞ
れ
の
必
要
事
項
を
明
記
。

複
数
申
し
込
み
不
可
。）

▽
申
込
締
切　

　

７
月
６
日
㈪
当
日
消
印
有
効

申
問
〒
３
１
９

−

１
５
９
２

　

生
涯
学
習
課
内 

文
化
協
会
事
務
局

（
金
澤
、
長
谷
川
）
内
４
３
１

◆
ひ
と
り
親
家
庭
等

自
立
促
進
講
習
会

▽
受
講
対
象
者

　

母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
父
子
家

庭
の
父
な
ら
び
に
寡
婦
（
以
前
受

講
し
た
も
の
を
除
く
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
と
な
り
お
お
む

ね
７
年
以
内
で
全
日
程
出
席
で
き
、

今
後
就
労
を
希
望
し
、
技
能
認
定

試
験
を
受
験
す
る
方

▽
受
講
種
目　

医
療
事
務
講
座

▽
募
集
人
数　

24
人
程
度

▽
受
講
期
間　
６
月
７
日
～
11
月

22
日
の
毎
週
日
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ　

茨
城
県
母
子
寡
婦
福

祉
連
合
会　

母
子
・
父
子
福
祉

セ
ン
タ
ー

▽
受
講
料　

自
己
負
担
６
千
円　

　
（
教
材
費
等
）

※
所
得
３
０
１
万
円
以
下
の
方
に

は
修
了
後
に
交
通
費
の
一
部
を

支
給
し
ま
す
。

▽
申
込
方
法　

申
込
書
と
受
講
し

た
い
理
由
・
受
講
動
機
を
Ａ
４

原
稿
用
紙
に
記
載
し
、
５
月
24

日
㈰
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
左

記
へ

※
託
児
所
あ
り
（
２
歳
児
以
上
）

申
問
〒
３
１
０

−

０
０
６
５　

　

水
戸
市
八
幡
11

−
52

　

茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　

母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９

−
２
２
１

−

８
４
９
７

◆
新
緑
の
花
園
を
歩
き
ま
せ
ん
か

　

新
緑
の
七
つ
滝
、
奥
の
院
を
散

策
し
、
千
二
百
年
の
歴
史
を
持
つ

花
園
神
社
の
歴
史
を
学
び
ま
せ
ん

か
。
花
園
ガ
イ
ド
グ
ル
ー
プ
が
案

内
し
ま
す
。

▽
と
き　
５
月
23
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

▽
集
合
場
所　

　

花
園
神
社
市
営
駐
車
場

▽
募
集
人
数　

先
着
10
人

▽
用
意
す
る
も
の　

ハ
イ
キ
ン
グ

の
で
き
る
服
装
、
靴
、
雨
具
、

昼
食

▽
申
込
方
法　

電
話
で
左
記
へ

申
問
社
会
福
祉
協
議
会

☎
㊷
０
７
８
２

◆
生
き
が
い
講
座「
絵
手
紙
講
座
」

▽
と
き　
６
月
９
日
、
16
日
、
７

月
14
日
、
21
日

　
（
計
４
回　

第
２
、３
火
曜
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▽
と
こ
ろ　

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー「
ラ
イ
ト
」

▽
講
師　

伊
藤 

貞
子
氏

▽
内
容　

季
節
の
絵
手
紙
を
書
く

▽
募
集
人
数　

先
着
20
人

▽
材
料
費　
３
０
０
円
（
絵
手
紙

用
は
が
き
）

▽
用
意
す
る
も
の　

古
新
聞
、
描

き
た
い
も
の
（
花
、
野
菜
、
人

形
な
ど
）

▽
対
象
者　

　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

▽
申
込
方
法　
５
月
11
日
㈪
か
ら

電
話
で
左
記
へ

▽
申
込
締
切　
６
月
１
日
㈪

申
問
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ラ

イ
ト
」
生
き
が
い
講
座
係

（
篠
原
）
☎
㊸
５
３
６
１

◆
全
国
一
斉
ダ
ム
管
理
演
習
を

実
施
し
ま
す

▽
実
施
ダ
ム　

水
沼
ダ
ム
、
花
貫

ダ
ム
、
小
山
ダ
ム
、
十
王
ダ
ム

▽
と
き　
５
月
29
日
㈮

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
頃

▽
実
施
方
法　

ダ
ム
管
理
事
務
所
、

各
警
報
局
の
サ
イ
レ
ン
に
よ
る

ダ
ム
操
作
の
机
上
演
習
を
行
い

ま
す
。
な
お
、
ダ
ム
か
ら
の
放

流
は
行
い
ま
せ
ん
。

問
茨
城
県
高
萩
工
事
事
務
所 

　

ダ
ム
管
理
課
（
米
川
）

☎
22

−

２
３
２
３
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休日の
当番医

診療時間　午前９時～午後５時

5／10
荒川内科医院

☎ 43-2288( 磯原町 )

17
市民病院

☎ 46-1121 ( 関南町 )

24
大津町クリニック

☎ 30-2200（大津町）

31
あおぞらクリニック

☎ 30-7770（中郷町）

6／7
市民病院

☎ 46-1121 ( 関南町 )

14
なかの循環器科・内科クリニック

☎ 30-1002( 中郷町 )

市立図書館　☎ 42－1451

●火花

●春雷

●利休の闇

●ヒトの脳にはクセがある

●マララとイクバル

●いちねんせいになったから！

●おばあちゃんはきらきら

又吉　直樹

葉室　　麟

加藤　　廣

小林　朋道

ジャネット・ウィンター

くすのきしげのり

たかどのほうこ

5 月

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31 6/1 2 3 4 5 6

☆ぽっぽのおはなし会☆（参加無料）
５月27日㈬ 午前10時 〜11時
幼児を対象に絵本の読み聞かせや
紙芝居、手遊びなどをしています。

は休館日

月
市立図書館5 - May -

≪開館時間≫
●火・水・土・日曜日・祝日
　午前9時30分～午後5時
●木・金曜日
　午前9時30分～午後6時   
※月曜開館の場合
　午前9時30分～午後5時 

v j

休日・夜間に
病院を探すとき

茨城子ども
救急電話相談

県救急医療情報
コントロールセンター
☎029-241-4199

プッシュ回線・携帯電話　☎＃8000
すべての電話　☎029-254-9900

（年中無休）
◆平日：午後6時30分～午前0時30分
◆日・祝日：午前9時～午後5時

法　律　相　談 人　権　相　談行 政 書 士 相 談
６月10日㈬午後1時～午後４時30分 ６月３日㈬午後１時～５時

電話予約開始日　５月27日㈬

６月４日㈭午後１時～３時

事前予約不要
当日に直接会場へ
お越しください。

いずれも市役所４階会議室

電話予約開始日　６月３日㈬

指定の電話予約開始日の８時３０分～９時１０分までは予約専用電話43－２３２４へ
以降は下記へお申し込みください。※相談時間の指定はできませんご了承ください。

弁護士による相談（相談時間15分）

土地の問題や金銭貸借、離婚、相続

行政書士による相談（相談時間40分） 人権擁護委員による相談

いじめ、差別、嫌がらせ相続や遺言、各種行政手続き

まちづくり協働課　広報広聴係（一瀬）内１９１

と き

無料相談

と こ ろ

申 込 方 法

備 考

内 容

問い合わせ

今月の
納税 ◦軽自動車税　6月1日㈪

各
種
相
談
な
ど

各
種
健
診
な
ど

■心配ごと相談
[ 地域福祉交流センター ]
5 月 21 日㈭、6 月 4 日㈭、18 日㈭
[ 大津町公民館 ]
5 月 14 日㈭、28 日㈭、6 月 11 日㈭、25 日㈭
どちらも午後１時～４時

　問社会福祉協議会　☎ 42‐ 0782

■歯の相談（要予約）
5 月 27 日㈬　午前９時 30 分～ 11 時 30 分

■精神保健相談（要予約）
　5 月 20 日㈬、6 月 10 日㈬
■４カ月児健康診査
　5 月 21 日㈭、6 月 18 日㈭
　午後 1 時～１時 30 分受付
■１歳６カ月児健康診査

5 月 22 日㈮　午後１時～１時 30 分受付

■移動児童相談　
　5 月 20 日㈬、6 月 3 日㈬、17 日㈬
　午前 10 時～午後３時
　大津子どもの家　問社会福祉課　内１３２
■いばらき就職支援センター出張相談
　5 月 19 日㈫　午前 10 時～午後３時
　市役所４階 401 会議室
　問商工観光課　内３６２

■３歳児健康診査
6月12日㈮
午後１時～１時30分受付

■２歳児歯科健診
6 月 4 日㈭　午後１時～１時 30 分受付

■育児相談（５カ月以上の乳幼児、要予約）
　5 月 27 日㈬　午後１時～２時受付
※会場は全て保健センターです。
問健康づくり支援課　内１９６
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イイイイドドドドルルルル！！！！うち
の

うち
の

うち
のアアアア

「い･･･いつも元気でニ
コニコ。と･･･とてもバ
イキンマンが好き。は
･･･ハイッ！て返事ばか
り★そんなとても可愛
いうちのアイドルです。」

「出来ることが増えて、
どんどん活発になって
ますね♪これからも
いっぱいイタズラをし
て、のびのび元気に育っ
てね！」

優斗斉
藤

ゆ う と

くん綸巴
平
松

いとは

ちゃん
父：大祐さん 

母：文美さん

父：誠さん 

母：舞衣美さん

２歳
1カ月

11カ月

関
南
町

中
郷
町

　
市
内
３
カ
所
に
、
こ
の
よ
う
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
存
知
で
す
か
。
こ
れ

は
、
東
日
本
大
震
災
の
甚
大
な
被
害
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
ま
た
、
こ
の
震
災
の
教
訓
を
風
化
さ
せ

る
こ
と
な
く
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、
津
波
被
害

が
大
き
か
っ
た
磯
原
、
大
津（
関
南
）、
平
潟
に
設

置
さ
れ
た
も
の
で
す
。こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
点
で
津
波
が
到
達
し
た
高
さ
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

防
災
の
基
本
と
な
る
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」

の
考
え
を
深
め
る
た
め
に
、
今
後
も
、
毎
年
総
合

防
災
訓
練
を
開
催
し
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
に

努
め
ま
す
。

あのときを忘れない
〜東日本大震災モニュメント設置〜

市の人口と世帯　平成 27年 4月１日現在　（　）は前月比
総人口… 43,921 人 （ − 87）出　生… 18 人 （ ＋ 12）

男… 21,731 人 （ − 49）死　亡… 44 人 （　 − 1）
女… 22,190 人 （ − 38）転　入… 187 人 （＋ 117）

世帯数… 16,919 世帯（ ＋ 16）転　出… 248 人 （＋ 170）

　ドライブと散歩が大好き！
みんなのアイドルＭＯＫＯ。
　家族一番の甘えん坊です。
散歩で見かけたらよろしくネ♪
ちなみに旦那さん募集中です…。

トイプードル
メス・4歳華川町

小林さん宅の

モ コちゃん

発行／北茨城市
編集／まちづくり協働課
〒 319−1592　
北茨城市磯原町磯原1630番地
☎ 0 2 9 3−4 3−1 1 1 1
◆ホームページ
　http://www.city.kitaibaraki.lg.jp

市政に関する提言は
…市長への FAX　　　　30 − 1350

緊急情報メール
配信登録

【
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
設
置
場
所
】

　・
磯
原
：
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　
　
　
タ
ー
敷
地
内

　・
大
津（
関
南
）：
津
波
避
難
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
と
な
り

　・
平
潟
：
平
潟
港
八
幡
神
社
付
近

マイ
・ガーデニングマイ
・ガーデニングマイ
・ガーデニングマイ
・ガーデニング

春気分を盛り上げてくれました！
吉川　伸江さん宅（大津町）

この春、庭に色とりどりのチューリップの花が咲
き、吉川さんの目を楽しませくれたそうです。他に
もバジルなどのハーブや、ヤマブキなど多くの植物
を育てている吉川さん。愛情を込めて育てているの
でどれも成長が楽しみと話していました。


